















































































































正規社員就職系 非正社員就職系 転職系 自己啓発系 就職活動中 その他 合計
合計
　特別講座受講生については，平成20年度フォローアッ
プアンケートを予定している
（5）教職員の参画状況及び事業実施体制
　正規科目（平日に開講）
　　通常の担当教員が講義・実習を行う
　特別講座（日曜日に開講）
　　2～3人の教員が担当として講座のコーディネート
　　及び講座の運営，講師などの手伝いを行った．
（6）履修証明の社会的通用性を高める取組
項目 該当 具体的な内容
履修証明書の発行 ○ 学長名で履修証明書（受講証明書）をｭ行
資格化 ○ 日本歯科衛生士会生涯研修事業の基本P位として認定
日本歯科衛生士会で｛ま平成20年度より認定歯科衛生士制度を発行，
この基本研修単位として認定
（7）委託事業の情報発信の取組
　新潟県歯科医師会・歯科衛生士会・短期大学校友会に
5000部のプログラム発送，およびアンケート調査を実施
した．また，平成20年度前期プログラムは地域情報紙「新
潟情報」に案内を掲載．
項目 該当 具体的な内容
関係団体等から
Xキル情報の提
氓??ｯた
○
日本歯科衛生士会・新潟県歯科衛生士
?E新潟県歯科医師会・明倫短期大学校
F会・㊥歯友会・歯科器材メーカー
　　　メﾖ係団体等から
ｳ育プログラム
ﾌ提供を受けた
○
エデュコミュニケーション・㈱オーラル
Pア　　　　　　　　　　　ーアサーティブジャパン・アミエール・エー
Aイクリエート
潟?Vダ
関係団体等に履
C者を受け入れ
ﾄもらった
○ （財）歯友会　10名
（9）受講者からの評価
　「日進月歩の臨床から遠ざかりつつあったが，今回こ
のような講座を受講でき，今後の本格的な復職に向けて，
様々な分野の最新の技術を，それこそ『学び直したい』
と思いました．〉」　　　ノ
　「あしたから仕事に役立ちそうなことがたくさんあり，
とても勉強になりました．」
　「今回受講して，自分にとって重要・必要と感じるも
のがわかりました．とても勉強になりました．」
　「日々，臨床の現場で考えていることがクリアになっ
た気がしました．」
　「講習会など東京など遠い場所で行われることが多い
が行きたいと思っても遠いからと言ってやめてしまいが
ちです」
　「歯科衛生士の仕事から離れ，改めて歯科衛生士の魅
力がわかりました．　　　　　　　　　　　　　　　　、
　このようなプログラムは以前からあったらいいのにと
思っていたのでとても関心があります．」
　「診療介助だけが歯科衛生士の仕事ではないと思います．
　基本的な知識を身につけ，身近な人々に口腔衛生の必
要性を説くことも社会的役割のひとつであると考えま
す．」
　「特別講座は魅力的で参加したいです．」
　「科目履修・聴講のこんなに再勉強をするのにいいチャ
ンスがあるとは知りませんでした．」
⑩）事業の事後評価
　新潟県歯科医師会，新潟県歯科衛生士会，校友会など
の後援や協力が得られ，特別講座には210人の応募があ
り，新潟県には非常に多くの卒後教育のニーズと反響が
あることがわかった．今年度の結果をふまえて，平成20
年度，全国大学歯科衛生士教育協議会・日本歯科衛生士
会などの協力を得て，学び直しシンポジウムを開催する
ほか，さらなる充実した講座を開講する予定である．
